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水辺に人が集まる。
人がつながり、
まちににぎわいが生まれる。

まちの遺伝子に気付いたからこそ、
水辺を使いこなす人たちがいる。

川を舞台とした祭りは四季を彩る風物詩。日本三大祭の
ひとつ、951年に始まった天神祭。船渡御では大阪締めが
交わされ、川と陸に一体感が生まれ、熱気に包まれる。
水都祭やなにわ淀川花火大会は大阪の夏の夜の名物行事。

中之島エリアでは遊歩道の整備などが進み、人と川の距離がぐっと縮まりまし
た。大阪では、府や市、光のまちづくり企画推進委員会を中心に、光によるまちづ
くりが進められています。ここ4年間で中之島エリアだけでも新たに18カ所も
ライトアップされ、新しい大阪の夜の景観が生まれてきています。夜のクルーズ
や川沿いのレストランなど、夜の景観を楽しむコンテンツも増え、ここから、ま
ちの活性化につながることを願っています。
景観を変えることはまちを変えることになります。「こうありたい」と行政、企業、暮ら
す皆さんが同じ志で取り組むことが大切です。そういった意味では高いクオリティ
とコンセプトをしっかりと打ち出して開催している「OSAKA光のルネサンス」は、昨

年約329万人の来訪者でにぎわい、成功していま
す。また2011年夏には、OAPの対岸に水都大阪の
新たな魅力になればという思いで、都心には稀な
100mを超える砂浜（ふれあいの水辺）を創りまし
た。大阪ならではの遊び心を交えながら、もっと皆
さんが水に近づける環境を整えていきたいです。

祭りをたのしむ

近づきやすい環境の整備を

水 都 を た の し む

大川沿いの桜の美しさは格別。夏は川床で納涼、秋は水都
大阪フェス。冬は中之島や御堂筋がイルミネーションで
彩られ、幻想的な光の空間に包まれる。四季折々の表情を
魅せる水都はぶらり歩きが楽しい。

春夏秋冬をたのしむ

水都の風情を映し出す文学を多く生み出した
大阪。近松門左衛門の「曽根崎心中」から宮本輝の
「泥の河」まで、水都大阪の今昔を楽しめる。
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温かさは独特です。都心でありながら、不思議な
ほど居心地がよく、さまざまな要素が凝縮された
まちに魅力を感じます。水辺の景色もそのひと
つ。クルーズ船に乗ると「大阪にこんな場所が
あったんだ！」と新しい発見に感動することも。
水都大阪2009では、300人以上のボランティア
スタッフのマネジメントを担当しました。ひとつの
イベントに同じ志で取り組むことで、メンバー間

の結束力は強くなりました。水都大阪フェス2011
でもボランティアスタッフであるサポーター、レ
ポーターがイベントを力強く支えてくれました。
今、フェスで活躍したレポーターたちが、大阪に
もっとにぎわいを生み出そうとアイデアを出し
合っています。いろいろな人が、さまざまな可能性
を秘めた場所を持つ大阪を日常的に楽しく使いこ
なすことで、より魅力的な場所にし、多くの人に訪
れてもらえる水都大阪へと発展させたいです。

大阪には水辺を中心に、人が関わる
ことで魅力が高まる場所がたくさん
あります。
また、多くの“おもろいこと”をやり
たい人々が集まってもいます。水辺
やまちの至るところを使いこなし、
生まれた楽しみを互いに共有する
と、大阪という都市の個性が発揮さ
れ、まちをもっと面白くできると考
えています。
大阪に暮らし訪れる人々が「こんな
楽しみ方があったんだ！」と新たな
発見をしたとき、ワクワクする気持
ちが生まれ、自らも楽しみを提供す
る人に代わるのです。それが、地域へ
の愛着や誇りを醸成していくのだと
思います。
この“おもろいこと”が連鎖する公共

空間の活用を育んでいく試みが、水
都大阪フェスです。これは“やってみ
たいを叶えよう！ ”をテーマにみん
なのチャレンジを結集した“おまつ
り”です。水辺でピクニックしたり、
船でまちをめぐったり、子どもたち
とアートを感じたりと、いろんな都
市の魅力に出会える機会でした。
日頃生活している場所が、新たな可
能性に満ちていると感じるとき、この
まちで暮らし、働くことに喜びを感じ
るのだと思います。これらの喜びをひ
とつずつ積み上げていくことが、新
たな人々の関係を育み、社会を支え
るビジネスにもつながるのです。
磨けば光る場所はたくさんあります。
自分たちの力で変えて楽しむのが、水
都大阪が大切にしていることなのです。

イベントだけで終わらせない人と人とのつながり

まちの使いこなしから始まる都市再生

〒542-0081　大阪市中央区南船場4-4-21 りそな船場ビル5階
公益財団法人大阪観光コンベンション協会内
TEL：06-6282-5902　FAX：06-6282-5915

2012年3月発行表紙写真：中之島上空から大阪湾への眺望

水都大阪が
めざすこと

水都大阪の魅力向上とに
ぎわいづくりに向け水辺
の景観形成を推進。昼と
夜の美しい街並みを河川
空間からプロデュース。

大阪府
西大阪治水事務所
水都再生課

美馬 一浩
MIMA KAZUHIRO

上から
大川桜並木、
なにわ淀川花火大会、
御堂筋イルミネーション

左から桜乃宮春景（歌川貞秀）、
螢川・泥の河（宮本 輝）新潮文庫

八軒家浜

土佐堀川

OSAKA 光のルネサンス

天神祭

平成OSAKA天の川伝説

水都大阪推進委員会

A Q U A  M E T R O P O L I S  O S A K A

あなたの“ 好き” がきっとある

水都大阪フェス2011では
サポーターやレポーターが活躍
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水辺とまちを舞台としたイベントやマル
シェは、人と人の距離がぐっと縮まる出
会いの場。さまざまな感性が交差した人
の輪の広がりが大阪のエネルギーだ。

ひとをつなぐ

水辺の
環境整備

サポーターの
育成

新しい
ルール
づくり

地域資源の
活用

都市
デザイン

パートナー
シップ

都市
ブランド
醸成

コミュニティデザイ
ンの担い手として、水
都大阪2009「水辺の文
化座」運営に携わる。
水都大阪フェス2011
ではレポーターの養
成などを手掛ける。

株式会社 studio-L
曽根田 香
SONEDA KAORI

まちづくりやランドス
ケープデザインを国内外
で展開。水都大阪フェス
2011ではディレクターと
して参画。E-DESIGN主宰、
NPO法人パブリックスタ
イル研究所理事長。

心から大阪を「おもしろい！」と
実感するガイドたちが導く、まち
歩きツアー

まちにあふれる熱い絆が大阪の魅力を掘り
起こしている。淀屋橋港でご来光を見られる
時期限定でカフェを開催したり、まちを知り
抜くガイドがツアーを案内したり。
アイデアがまちをつなぎ、発見に満ちたまち
の物語が今日も生まれている。

まちをつなぐ

ランドスケープ・デザイナー
忽那 裕樹
KUTSUNA HIROKI

淀屋橋港

水都大阪 検索

「大阪が好きだから」と言ってもらえるように、まちの
魅力を発信し、広く知ってもらうとともに、地域や企業
など人々が活躍できる都市をめざします。

大阪では、市民・
地域・大学・企業・
経済界・行政など
が一緒に「水と光
のまちづくり」を
進めています
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水辺を使いこなす人たちがいる。

川を舞台とした祭りは四季を彩る風物詩。日本三大祭の
ひとつ、951年に始まった天神祭。船渡御では大阪締めが
交わされ、川と陸に一体感が生まれ、熱気に包まれる。
水都祭やなにわ淀川花火大会は大阪の夏の夜の名物行事。

中之島エリアでは遊歩道の整備などが進み、人と川の距離がぐっと縮まりまし
た。大阪では、府や市、光のまちづくり企画推進委員会を中心に、光によるまちづ
くりが進められています。ここ4年間で中之島エリアだけでも新たに18カ所も
ライトアップされ、新しい大阪の夜の景観が生まれてきています。夜のクルーズ
や川沿いのレストランなど、夜の景観を楽しむコンテンツも増え、ここから、ま
ちの活性化につながることを願っています。
景観を変えることはまちを変えることになります。「こうありたい」と行政、企業、暮ら
す皆さんが同じ志で取り組むことが大切です。そういった意味では高いクオリティ
とコンセプトをしっかりと打ち出して開催している「OSAKA光のルネサンス」は、昨

年約329万人の来訪者でにぎわい、成功していま
す。また2011年夏には、OAPの対岸に水都大阪の
新たな魅力になればという思いで、都心には稀な
100mを超える砂浜（ふれあいの水辺）を創りまし
た。大阪ならではの遊び心を交えながら、もっと皆
さんが水に近づける環境を整えていきたいです。

祭りをたのしむ

近づきやすい環境の整備を

水 都 を た の し む

大川沿いの桜の美しさは格別。夏は川床で納涼、秋は水都
大阪フェス。冬は中之島や御堂筋がイルミネーションで
彩られ、幻想的な光の空間に包まれる。四季折々の表情を
魅せる水都はぶらり歩きが楽しい。

春夏秋冬をたのしむ

水都の風情を映し出す文学を多く生み出した
大阪。近松門左衛門の「曽根崎心中」から宮本輝の
「泥の河」まで、水都大阪の今昔を楽しめる。

物語をたのしむ
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水
都
を
つ
な
ぐ 仕事で地方へ行くことも多いですが、大阪の人の

温かさは独特です。都心でありながら、不思議な
ほど居心地がよく、さまざまな要素が凝縮された
まちに魅力を感じます。水辺の景色もそのひと
つ。クルーズ船に乗ると「大阪にこんな場所が
あったんだ！」と新しい発見に感動することも。
水都大阪2009では、300人以上のボランティア
スタッフのマネジメントを担当しました。ひとつの
イベントに同じ志で取り組むことで、メンバー間

の結束力は強くなりました。水都大阪フェス2011
でもボランティアスタッフであるサポーター、レ
ポーターがイベントを力強く支えてくれました。
今、フェスで活躍したレポーターたちが、大阪に
もっとにぎわいを生み出そうとアイデアを出し
合っています。いろいろな人が、さまざまな可能性
を秘めた場所を持つ大阪を日常的に楽しく使いこ
なすことで、より魅力的な場所にし、多くの人に訪
れてもらえる水都大阪へと発展させたいです。

大阪には水辺を中心に、人が関わる
ことで魅力が高まる場所がたくさん
あります。
また、多くの“おもろいこと”をやり
たい人々が集まってもいます。水辺
やまちの至るところを使いこなし、
生まれた楽しみを互いに共有する
と、大阪という都市の個性が発揮さ
れ、まちをもっと面白くできると考
えています。
大阪に暮らし訪れる人々が「こんな
楽しみ方があったんだ！」と新たな
発見をしたとき、ワクワクする気持
ちが生まれ、自らも楽しみを提供す
る人に代わるのです。それが、地域へ
の愛着や誇りを醸成していくのだと
思います。
この“おもろいこと”が連鎖する公共

空間の活用を育んでいく試みが、水
都大阪フェスです。これは“やってみ
たいを叶えよう！ ”をテーマにみん
なのチャレンジを結集した“おまつ
り”です。水辺でピクニックしたり、
船でまちをめぐったり、子どもたち
とアートを感じたりと、いろんな都
市の魅力に出会える機会でした。
日頃生活している場所が、新たな可
能性に満ちていると感じるとき、この
まちで暮らし、働くことに喜びを感じ
るのだと思います。これらの喜びをひ
とつずつ積み上げていくことが、新
たな人々の関係を育み、社会を支え
るビジネスにもつながるのです。
磨けば光る場所はたくさんあります。
自分たちの力で変えて楽しむのが、水
都大阪が大切にしていることなのです。

イベントだけで終わらせない人と人とのつながり

まちの使いこなしから始まる都市再生

〒542-0081　大阪市中央区南船場4-4-21 りそな船場ビル5階
公益財団法人大阪観光コンベンション協会内
TEL：06-6282-5902　FAX：06-6282-5915

2012年3月発行表紙写真：中之島上空から大阪湾への眺望

水都大阪が
めざすこと

水都大阪の魅力向上とに
ぎわいづくりに向け水辺
の景観形成を推進。昼と
夜の美しい街並みを河川
空間からプロデュース。

大阪府
西大阪治水事務所
水都再生課

美馬 一浩
MIMA KAZUHIRO

上から
大川桜並木、
なにわ淀川花火大会、
御堂筋イルミネーション

左から桜乃宮春景（歌川貞秀）、
螢川・泥の河（宮本 輝）新潮文庫

八軒家浜

土佐堀川

OSAKA 光のルネサンス

天神祭

平成OSAKA天の川伝説

水都大阪推進委員会

A Q U A  M E T R O P O L I S  O S A K A

あなたの“ 好き” がきっとある

水都大阪フェス2011では
サポーターやレポーターが活躍

湊
町
船
着
場
で
開
催
さ
れ
た

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

水辺とまちを舞台としたイベントやマル
シェは、人と人の距離がぐっと縮まる出
会いの場。さまざまな感性が交差した人
の輪の広がりが大阪のエネルギーだ。

ひとをつなぐ

水辺の
環境整備

サポーターの
育成

新しい
ルール
づくり

地域資源の
活用

都市
デザイン

パートナー
シップ

都市
ブランド
醸成

コミュニティデザイ
ンの担い手として、水
都大阪2009「水辺の文
化座」運営に携わる。
水都大阪フェス2011
ではレポーターの養
成などを手掛ける。

株式会社 studio-L
曽根田 香
SONEDA KAORI

まちづくりやランドス
ケープデザインを国内外
で展開。水都大阪フェス
2011ではディレクターと
して参画。E-DESIGN主宰、
NPO法人パブリックスタ
イル研究所理事長。

心から大阪を「おもしろい！」と
実感するガイドたちが導く、まち
歩きツアー

まちにあふれる熱い絆が大阪の魅力を掘り
起こしている。淀屋橋港でご来光を見られる
時期限定でカフェを開催したり、まちを知り
抜くガイドがツアーを案内したり。
アイデアがまちをつなぎ、発見に満ちたまち
の物語が今日も生まれている。

まちをつなぐ

ランドスケープ・デザイナー
忽那 裕樹
KUTSUNA HIROKI

淀屋橋港

水都大阪 検索

「大阪が好きだから」と言ってもらえるように、まちの
魅力を発信し、広く知ってもらうとともに、地域や企業
など人々が活躍できる都市をめざします。

大阪では、市民・
地域・大学・企業・
経済界・行政など
が一緒に「水と光
のまちづくり」を
進めています
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太鼓に合わせて漕ぐのが楽しい
ドラゴンボート

に
ぎ
や
か
な
看
板
が
見
ど
こ
ろ
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川の上から大阪を見ると、いつもと違う景色が見えてくる。
大阪城や桜並木、水辺のライトアップ。
昔の人たちが夕凪に舟あそびを楽しんで、まちに漕ぎ出したよ
うに小型船、屋形船、ボート体験など、あなたなりの楽しみ方が
見つかるはず。

約11㎞におよぶロの字の水の回廊
を約4時間かけてゆっくりめぐる
「水上さんぽ」は、パドルを漕いで進
みます。水面を歩くかのような感覚
は冒険心をくすぐり、おもろい大阪
を見つけられます。中之島エリアの

川には流れや潮の干満があり、毎回違った川の表情が楽しめ、泳ぐ魚を眺
めたり、風の香りを感じるなど、都会の中で自然が身近にある心地よさが
何ともいえません。また、橋がライトアップされる夜、特に難波橋（なにわ
ばし）の下で、光が川面で反射すると、まるで鏡の上に立っているかのよう
な不思議な感覚も味わえます。
大阪のような“おもろい文化”が受け入れられる土地にあって、この地形は
色んなアイデアで楽しめる可能性を持っています。川と陸を分断する柵が
なくなり、もっと自由に行き来できるようになると新しい大阪が見えてき
ます。そして、案内人の育成などここで雇用の創出ができると、もっと発展
する可能性が広がると思います。

大阪といえば、雑多な都会…そんなイメージを吹
き飛ばしてくれたのが、中之島の水辺空間。思っ
ていた以上に自然が多く、ふと通りがかった時に
感じた心地よさは、格別でした。室内でのヨガは
自分と向き合う要素が強いですが、オープンエア
では、風の音や鳥のさえずりをBGMに自然や雲
の流れ、空の広がりなど、外の環境そのものと対
面します。普段の生活ではじっくり見聞きするこ
とが少ないので、こんな体感が愛しいです。

面白いもの好きの大阪人ですから、通りすがりに
ご覧になったことがきっかけで参加される方も
います。何年も近くにお住まいでも「ここが、こん
なにいい場所だったなんて！」と改めて水辺の良
さを実感される方も少なくありません。こうし
て、水辺の楽しさを共感し合い、輪を広げていく
ことが私たちのめざすところ。人が集まり、使え
る水辺として大阪のまちづくりが進むことを願
います。

水と親しみ、水と遊ぶを
テーマにパドルボードを
使った「水上さんぽ」を企画
する「アクアスタジオ」主宰。
水中カメラ専門店も運営。

水上さんぽ実行委員会
アクアスタジオ
奥谷 崇
OKUTANI TAKASHI

人々のエネルギーと活気に満ちたまち、大阪。

水都の歴史と進取の精神を受け継いだ人たちの絆から

新しい文化が生まれています。

それを紡いでいくのは、

おもてなしの心あふれる大阪人。

働く人、旅で訪れる人、大阪に関わる全ての人が主役です。

水と光のまちづくりを進め、心ときめく情景を生み出す水辺に、

たくさんの人が集まり、魅力をつないでいこうとしています。

水都を未来へつなぐ物語の幕が開きます。

さあ、大阪の未来を一緒につくりましょう。

水辺がある。
魅力をつなぐ人がいる。

船に乗る・漕ぐ

水
都
の
物
語

水都のはじまりは、今から1500年も前のことで、
その頃の大阪には難波津という海の玄関口がありました。

豊臣秀吉が大坂城を築いてから、
まちを縦横無尽に走る川や堀を舟が行き交い、
国内外から多くの人やモノが集まり、
大阪は発展していきました。

商いが栄え、独自の食文化が発達し、
文化芸術も大きく華ひらき、
日常に舟あそびを楽しむなど、
身近にある川は、大阪に生きる人々にエネルギーを与え、
都市の生命力となっていたのです。

鉄道などの陸運が発達するにつれ、
水運は昔ほど必要とされなくなりましたが、
川に寄り添う暮らしは今も受け継がれています。

船は大阪をめぐる旅のパートナー。
水上から見る大阪はその魅力を増す。 人

と
川
が
寄
り
添
う

水
辺
の
空
間
。

自
然
が
身
近
に
な
る

大
切
な
時
間
。

光
が
水
面
に
降
り
そ
そ
ぐ
。

都
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
る
瞬
間
が

こ
こ
に
あ
る
。

水辺都市としての実力は
地形の恵みがはじまり。

「水の上に立つ」という選択
住んでいても気付けなかった心地よさ

水 都 を め ぐ る

水
都
を
か
ん
じ
る

広い空と水面が
オレンジ色に輝く淀川の夜明け

大阪の水辺は、変化の真っただ中。
風や光を受けて、体の芯から健やかに感じら
れる場所が増えてきた。土佐堀川に川床（かわ
ゆか）が現れ、公園や遊歩道が水辺に近づいた
ことで、水辺に憩いと賑わいが生まれている。
川筋の“気持ちいい”場所を見つけて、水辺を
五感で感じよう。

水辺をかんじる

昇りゆく朝日や沈みゆく夕陽が水面に光を注ぎ込み、都心の時間をゆるやかに
変えていく。中之島に架かる橋や遊歩道、まちなかの街路や建築のライトアッ
プも潤いを与えてくれる。光のまちづくりによって、まちの輝きが増している。

光をかんじる

中之島にかかる橋や船場などの川筋に建てられ
た近代建築は、大阪繁栄の歴史を語る。
水面から水都の歴史を見つめよう。

時代をめぐる
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大阪城

大阪ビジネスパーク

土佐堀川

南堀江キャナルテラス

中之島公園

撮影／笹倉洋平

「生活ヨガ研究所」
主宰。ヨガ教室や
出張ヨガや各種イ
ベントを開催。中
之島・八軒家浜で
リバーサイドヨガ
を開講。

生活ヨガ研究所

珠数 孝
美穂

JUZU
TAKASHI/MIHO

中之島公園大噴水と南天満公園

中之島公園

市民ランナーに愛されている
中之島公園
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堂島川

水辺に人が集まる。
人がつながり、
まちににぎわいが生まれる。

まちの遺伝子に気付いたからこそ、
水辺を使いこなす人たちがいる。

川を舞台とした祭りは四季を彩る風物詩。日本三大祭の
ひとつ、951年に始まった天神祭。船渡御では大阪締めが
交わされ、川と陸に一体感が生まれ、熱気に包まれる。
水都祭やなにわ淀川花火大会は大阪の夏の夜の名物行事。

中之島エリアでは遊歩道の整備などが進み、人と川の距離がぐっと縮まりまし
た。大阪では、府や市、光のまちづくり企画推進委員会を中心に、光によるまちづ
くりが進められています。ここ4年間で中之島エリアだけでも新たに18カ所も
ライトアップされ、新しい大阪の夜の景観が生まれてきています。夜のクルーズ
や川沿いのレストランなど、夜の景観を楽しむコンテンツも増え、ここから、ま
ちの活性化につながることを願っています。
景観を変えることはまちを変えることになります。「こうありたい」と行政、企業、暮ら
す皆さんが同じ志で取り組むことが大切です。そういった意味では高いクオリティ
とコンセプトをしっかりと打ち出して開催している「OSAKA光のルネサンス」は、昨

年約329万人の来訪者でにぎわい、成功していま
す。また2011年夏には、OAPの対岸に水都大阪の
新たな魅力になればという思いで、都心には稀な
100mを超える砂浜（ふれあいの水辺）を創りまし
た。大阪ならではの遊び心を交えながら、もっと皆
さんが水に近づける環境を整えていきたいです。

祭りをたのしむ

近づきやすい環境の整備を

水 都 を た の し む

大川沿いの桜の美しさは格別。夏は川床で納涼、秋は水都
大阪フェス。冬は中之島や御堂筋がイルミネーションで
彩られ、幻想的な光の空間に包まれる。四季折々の表情を
魅せる水都はぶらり歩きが楽しい。

春夏秋冬をたのしむ

水都の風情を映し出す文学を多く生み出した
大阪。近松門左衛門の「曽根崎心中」から宮本輝の
「泥の河」まで、水都大阪の今昔を楽しめる。
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水
都
を
つ
な
ぐ 仕事で地方へ行くことも多いですが、大阪の人の

温かさは独特です。都心でありながら、不思議な
ほど居心地がよく、さまざまな要素が凝縮された
まちに魅力を感じます。水辺の景色もそのひと
つ。クルーズ船に乗ると「大阪にこんな場所が
あったんだ！」と新しい発見に感動することも。
水都大阪2009では、300人以上のボランティア
スタッフのマネジメントを担当しました。ひとつの
イベントに同じ志で取り組むことで、メンバー間

の結束力は強くなりました。水都大阪フェス2011
でもボランティアスタッフであるサポーター、レ
ポーターがイベントを力強く支えてくれました。
今、フェスで活躍したレポーターたちが、大阪に
もっとにぎわいを生み出そうとアイデアを出し
合っています。いろいろな人が、さまざまな可能性
を秘めた場所を持つ大阪を日常的に楽しく使いこ
なすことで、より魅力的な場所にし、多くの人に訪
れてもらえる水都大阪へと発展させたいです。

大阪には水辺を中心に、人が関わる
ことで魅力が高まる場所がたくさん
あります。
また、多くの“おもろいこと”をやり
たい人々が集まってもいます。水辺
やまちの至るところを使いこなし、
生まれた楽しみを互いに共有する
と、大阪という都市の個性が発揮さ
れ、まちをもっと面白くできると考
えています。
大阪に暮らし訪れる人々が「こんな
楽しみ方があったんだ！」と新たな
発見をしたとき、ワクワクする気持
ちが生まれ、自らも楽しみを提供す
る人に代わるのです。それが、地域へ
の愛着や誇りを醸成していくのだと
思います。
この“おもろいこと”が連鎖する公共

空間の活用を育んでいく試みが、水
都大阪フェスです。これは“やってみ
たいを叶えよう！ ”をテーマにみん
なのチャレンジを結集した“おまつ
り”です。水辺でピクニックしたり、
船でまちをめぐったり、子どもたち
とアートを感じたりと、いろんな都
市の魅力に出会える機会でした。
日頃生活している場所が、新たな可
能性に満ちていると感じるとき、この
まちで暮らし、働くことに喜びを感じ
るのだと思います。これらの喜びをひ
とつずつ積み上げていくことが、新
たな人々の関係を育み、社会を支え
るビジネスにもつながるのです。
磨けば光る場所はたくさんあります。
自分たちの力で変えて楽しむのが、水
都大阪が大切にしていることなのです。

イベントだけで終わらせない人と人とのつながり

まちの使いこなしから始まる都市再生

〒542-0081　大阪市中央区南船場4-4-21 りそな船場ビル5階
公益財団法人大阪観光コンベンション協会内
TEL：06-6282-5902　FAX：06-6282-5915

2012年3月発行表紙写真：中之島上空から大阪湾への眺望

水都大阪が
めざすこと

水都大阪の魅力向上とに
ぎわいづくりに向け水辺
の景観形成を推進。昼と
夜の美しい街並みを河川
空間からプロデュース。

大阪府
西大阪治水事務所
水都再生課

美馬 一浩
MIMA KAZUHIRO

上から
大川桜並木、
なにわ淀川花火大会、
御堂筋イルミネーション

左から桜乃宮春景（歌川貞秀）、
螢川・泥の河（宮本 輝）新潮文庫

八軒家浜

土佐堀川

OSAKA 光のルネサンス

天神祭

平成OSAKA天の川伝説

水都大阪推進委員会

A Q U A  M E T R O P O L I S  O S A K A

あなたの“ 好き” がきっとある

水都大阪フェス2011では
サポーターやレポーターが活躍

湊
町
船
着
場
で
開
催
さ
れ
た

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

水辺とまちを舞台としたイベントやマル
シェは、人と人の距離がぐっと縮まる出
会いの場。さまざまな感性が交差した人
の輪の広がりが大阪のエネルギーだ。

ひとをつなぐ

水辺の
環境整備

サポーターの
育成

新しい
ルール
づくり

地域資源の
活用

都市
デザイン

パートナー
シップ

都市
ブランド
醸成

コミュニティデザイ
ンの担い手として、水
都大阪2009「水辺の文
化座」運営に携わる。
水都大阪フェス2011
ではレポーターの養
成などを手掛ける。

株式会社 studio-L
曽根田 香
SONEDA KAORI

まちづくりやランドス
ケープデザインを国内外
で展開。水都大阪フェス
2011ではディレクターと
して参画。E-DESIGN主宰、
NPO法人パブリックスタ
イル研究所理事長。

心から大阪を「おもしろい！」と
実感するガイドたちが導く、まち
歩きツアー

まちにあふれる熱い絆が大阪の魅力を掘り
起こしている。淀屋橋港でご来光を見られる
時期限定でカフェを開催したり、まちを知り
抜くガイドがツアーを案内したり。
アイデアがまちをつなぎ、発見に満ちたまち
の物語が今日も生まれている。

まちをつなぐ

ランドスケープ・デザイナー
忽那 裕樹
KUTSUNA HIROKI

淀屋橋港

水都大阪 検索

「大阪が好きだから」と言ってもらえるように、まちの
魅力を発信し、広く知ってもらうとともに、地域や企業
など人々が活躍できる都市をめざします。

大阪では、市民・
地域・大学・企業・
経済界・行政など
が一緒に「水と光
のまちづくり」を
進めています

堂
島
川
周
辺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ



てんしば（天王寺公園エントランスゾーン）

Before

After

大阪市資料
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多様な関係者が連携して進める鉄道沿線まちづくりへの期待



武庫連山海陸古覧（部分） 
若林秀岳　画（神戸市立中央図書館　蔵）



神戸　大神戸市を中心とせる名所鳥瞰図（部分）（1930） 
吉田初三郎　画



近畿を中心とせる名勝交通大鳥瞰図（部分）（1926） 
吉田初三郎　画



阪神間の主な住宅開発 参考⽂献：関⻄の住宅地（1999）⽇本建築学会近畿⽀部住宅部会
阪神間モダニズム（1997）淡交社
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● 高度経済成長が一段落して新たな社
会経済情勢の変化を迎えるにあたって、2002
年に都市再生特別措置法が制定された。
都市機能の高度化と都市居住環境の向上
を図るこの法律の適用により、東京を中心に
多くの大都市で都市再生事業が実装されて
きた。各 の々事業区域において複合的な開
発が進み、公開空地の確保や狭隘な道路の
拡幅による都市の公共性と防
災性の向上、低未
利用地の利活用に
よる新たな価値創
造などの一定の成
果が現れてきている。
● 本特集で取
り上げる大阪
では各事
業区域
での

成
果
に加えて、21世紀
に入ってから「水都
大阪」を大きな都市
再生ビジョンとして掲
げ、公共による親水
空間の整備事業や
それと連動した民間
によるにぎわい創出
事業が展開してきて
いる。さらに大阪都
心内部では、都市再
生緊急整備地域指

● 20世紀において、国家の開発力や国威
を発信する場として少なからず活用されてきた
「万国博覧会（以下、万博）」は、21世紀最初の愛
知万博以降、人類が共有する全地球的な課
題に対する対応策を提示する理念提唱の場へ
と移行している。2025年に開催が決定した大
阪・関西万博では、その標語を「いのち輝く未来
社会のデザイン」と銘打ち、国内外から医療・健
康、自動走行、ロボットなどの新技術の投資を
呼び込み、臨海部の夢洲を主会場とした未来

社会の実験が行われる予定である。
● 主会場である夢洲は、1988年に策定さ
れた大阪市の「テクノポート大阪」計画に基づ

いて、大阪ベイエリア
の新都心としての役
割が期待されていた
人工島であるが、

1990年代以降のバ
ブル崩壊に伴い、長
きにわたり未利用
の状態が続いてい
た。2008年に夏季
五輪の誘致に取り
組むもののその誘
致活動は実現
せず、
2009
年以降
「テクノ
ポート

大阪」
構想
は道

 高度経済成長が一段落して新たな
会経済情勢の変化を迎えるにあたって、
に都市再生特別措置法が制定された
都市機能の高度化と都市居住環境の向上
図るこの法律の適用により、東京を中心
くの大都市で都市再生事業が実装さ
。各 の々事業区域において複合的な
が進み、公開空地の確保や狭隘な道路
拡幅による都市の公共性と防

 20世紀において、国家の開発力や
発信する場として少なからず活用されて

「万国博覧会（以下、万博）」は、21世紀最初
知万博以降、人類が共有する全地球的
に対する対応策を提示する理念提唱の
移行している。2025年に開催が決定した
関西万博では、その標語を「いのち輝く

社会のデザイン」と銘打ち、国内外から医療
康、自動走行、ロボットなどの新技術の投資
び込み、臨海部の夢洲を主会場とした

社会の実験が行われる予定である
 主会場である夢洲は、1988年に策定
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Considering Current Urban Regeneration from OSAKA – 
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特
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大阪の役割・可能性を構想する
Considering Future Perspective of Kansai Region 
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漫画─木下いたる［漫画家］｜1988年山梨県生まれ。東京都在住。サンフランシスコ州立大学映画学科学士課程修了。講談社コミックDAYSにて「ギガントを撃て」を連載。（既刊3巻）

解説─「水都大阪」、その水をたこ焼きの“タネ”に例えてみよう。大阪の未来を担うタネは「官（粉）」だけでは柔軟性がなく「民（出汁）」だけではまとまらない。
両者の絶妙なブレンドによる開発が求められている。その一方、流入するタネの波によって窪みに住み着く人々が押し出されてしまうジェントリフィケーションの問題も忘れてはならない。
いま、ひとつひとつのスポットはおいしく焼き上がり始めている。これから「マチナカ万博」を契機として、たこ焼きからお好み焼きのような面的な展開がなされれば、
あらゆる人種・あらゆる階層が持続的に混在できる魅力的な大都市が実現されるだろう。［松島潤平］

タネの都

建
築
漫
画
建築雑誌　JABS vol.134 No.1729 2019 日本建築学会



建築雑誌｜JABS｜vol.134 No.1729 2019.10 003● 特集43｜大阪から考える都市再生の現在

Considering Current Urban 
Regeneration from OSAKA - 
Aqua Police, Inbound and 
Gentrification

年表・図解解説
─
本年表・図解は、大阪における都市開発と都市再生
の全体像を地図上と時系列順に整理したものである。
─
大阪における都市開発は、1920年・30年代以降の
第7代關一大阪市長により主導された御堂筋整備や
戦後の戦災復興事業による土地区画整理など都市
インフラの開発から始められた。1960年代から70年
代にかけては、大阪府の北部地域で、千里ニュータウ
ンの開発と市内への交通機関である北大阪急行の

敷設が行われ、南部でも同様に泉北ニュータウンの開
発と泉北高速鉄道の敷設がほぼ同時期に行われて
いることがわかる。1980年代以降、都市開発のフロン
ティアは大阪のベイエリアに移され、南港ポートタウン
の開発や大阪テクノポート構想に基づく3つの埋立
地（咲洲・夢洲・舞洲）の整備が実施されている。
─
一方、2000年代以降、2002年都市再生特別措置
法の制定に伴い、大阪における都市計画事業の主
眼は、都市開発から都市再生へと移行され、大阪・な
んば・天王寺などの主要な駅周辺において大規模な

都市再生事業が集積していることが見て取れる。ま
た、官民連携による中之島周辺の水辺空間の再生
や天王寺公園におけるにぎわい創出など先進的な取
り組みも行われている。
─
今後は、2024年にうめきた2期の開業が予定されて
いるが、2025年には臨海部の夢洲を主会場とした大
阪・関西万博が開催されるため、都心部におけるさら
なる再生事業と臨海部における開発事業がパラレル
に進行されると予見できる。

図解｜大阪の都市開発・再生の見取り図
Map of Urban Development and Regeneration in OSAKA

建築雑誌　JABS vol.134 No.1729 2019 日本建築学会



1970年大阪万博

1990年大阪花博

2025年大阪・関西万博
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り、南北都市軸が形成されました。そしてこれから東西軸を戦
略的に注力していくことで、南北・東西、2本の強力なラインを
もった都市構造を実現できればと考えています。

● 東西軸の強化構想とは、どのようなものでしょう。

田中 まず東西軸の中域には、先述の未来医療拠点や
文化施設のある中之島が位置し、その東の大阪城公園では
民間事業者が公園を戦略的に管理するPMO（パークマネジメ
ント）事業を展開し、観光やエンターテインメントの拠点となって
います。さらにその東には90年の花博のメイン会場となった鶴
見緑地があります。これに対して、夢洲を中心とする一体を西
の拠点に位置付けることで、東西のラインをかたちづくる。そし
てこの南北・東西軸を基に、都心部と臨海部を結びつける都
市政策を進めるビジョンを描いています。

● 実現化するための方策について、お話しください。

田中 まずは交通ネットワークの強化で、二つのゾーン
を時間的にも近づけることが必須ですね。先ほど申し上げた
淀川左岸線の延伸による道路網や鉄道網の強化に加え、水
上交通にも注力しています。
そして各エリアが機能分担しながら、連携を図り、総合的

に都市の力を高めていく。すでに「うめきた」ではsociety 5.0へ
取り組み、ビッグデータの集積やIoTの活用に向けて動き出し
ています。そのような蓄積を万博に結実させ、終了後もレガシー
としてまちづくりに反映させていくということを、都心部・臨海部
の関係性を構築するうえで考えています。

加えて重要なポイントが、「水都大阪」ならではの取り組
みです。夢洲は東西軸の西の拠点であると同時に、ベイエリア
の中心でもあるので、海上交通の強化を見据えています。近
年はフライ&クルーズの需要が増えてきていますが、大阪で言
えば関西国際空港で日本にやってきて、そこから夢洲を中心と
するベイエリアを楽しんでもらう。大阪は歴史的に舟運で発展
し、都心部には世界でも稀な水の回廊があります。これを夢洲
まで伸ばして水上ネットワークを拡充し、都心とベイエリアを結
ぶ。さらにそこから瀬戸内海や海外に向けて海上交通を展開

建設は交通網の拡充のみならず、周辺のまちづくりの推進力
となりますので、都市の力を拡充する上で大きな力になると思
います。

● 都市の魅力の発信については、いかがお考えですか

田中 一つには、夜間観光が挙げられるでしょうか。日
本全体でインバウンドが増えてきていますが、大阪を訪れる外
国人旅行者からはナイトライフをより充実にという声が上がっ
ていますので、万博に向けて取り組んでゆければと思います。ま
た「百舌鳥・古市古墳群」の世界遺産登録を機に、府内に
多くある観光資源の発掘・ストーリー化を一層進めるべきです。
やはり大切なことは、大阪ならではの、個性ある魅力や価値の
創出ですね。

─
大阪市の東西軸を強化する
● 大阪市は都心部の活性化が顕著で、「水都大阪」を

掲げた公共空間の再生や、梅田やあべのなどの再開発が活力を創

出しています。このような都心部と、万博会場となる夢洲を中心とす

る港湾部の都市軸をどのようにつなげていくのでしょう。

田中 都心部と臨海部の前に、まずは大阪の都市構造
についてお話ししましょう。都市圏は放射・環状型の交通ネット
ワークおよび、3層の都市構造による都市づくりを基本的な考
えとしています。その3層とは「府県を超えてネットワークされた
広域の都市構造である大阪都市圏の都市構造」「鉄道駅や
幹線道路沿道などを中心とした高次な都市機能ネットワーク
型の都市構造」「官公庁施設等、中核市レベルの都市機能
に、公共交通によりアクセス可能な広域生活圏の都市構造」と
いうものです。

加えて大阪市内ではキーワードとなるのが、南北軸と東
西軸です。南北軸は近代的なまちづくりのなかで形成された、
梅田・御堂筋・難波・天王寺といったラインですね。その後も
1964年の東京五輪の開催を機に東海道新幹線の終点駅
（当時）として新大阪駅が建設され、広域交通網の中心になりま
した。さらにその北側には、70年万博の会場となった吹田があ

●
●
●｜第

1 部
｜イ
ン
タ
ビ
ュー

1

関西圏道路網図（提供：大阪府） 新たな東西都市軸の構築（作成＝益子智之）

郊外ニュータウン 
新都市 

（都心改造）

花と緑のまちづくり

いのち輝く未来社会のデザイン

人類の進歩と調和

自然と人間との共生

未来社会の実験場

共　　創 
Co Creation
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大阪の将来像（各種資料より嘉名光市作成）改訂

0 1 km

阿倍野地域

難波地域

湊町地域

大阪コスモスクエア駅周辺地域

御堂筋周辺地域

中之島地域

大阪駅周辺地域

大阪京橋駅周辺・大阪ビジネスパーク駅周辺地域

天満橋駅周辺地域

新大阪駅周辺地域（候補地域）

森之宮周辺地域

USJ

夢洲

舞洲

咲洲

大阪城公園
民間活力導入

大阪駅

新大阪駅

森之宮地区
のまちづくり

うめきた
のまちづくり

なにわ筋線 御堂筋地区
のまちづくり

船場地区の再生

淀川左岸線２期
（事業中）

淀川左岸線延伸部
（事業中）

リニア新幹線
北陸新幹線

咲洲コスモスクエア地区
のまちづくり

夢洲地区
のまちづくり

地下鉄中央線延伸
（計画路線）

水都大阪の再生

てんしば

あべのハルカス

新今宮駅周辺
のまちづくり

北浜テラス

とんぼりリバーウォーク

大阪港
天保山

至　関西国際空港

桜島駅

湾岸線

山陽新幹線

御堂筋側道の歩道化
沿道建築物のデザイン誘導

船着場の整備と舟運活性化

大阪中之島美術館
中之島四丁目未来医療拠点

なんば広場
歩行者広場化

うめきた２期
みどりとイノベーションの融合拠点

JR桜島線延伸

北港テクノポート線

京阪中之島線延伸

西九条駅

天王寺公園
民間活力導入

ミナミ周辺
のまちづくり

なにわ筋連絡線

新大阪連絡線

至　大阪国際空港

至　神戸空港

都市再生緊急整備地域
特定都市再生緊急整備地域
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2020年- 2030年- 2050年-
2021 
東京五輪

2025 
大阪・関西万博

2030 
SDGs

2030年代 
自動運転 
レベル4→5

2024 
うめきた2期 
GGO 

先行まちびらき

2000年-

2001- 
とんぼり 
リバーウォーク

2001- 
水都大阪の再生（都市再生プロジェクト）

2003 
なんばパークス

2014 
あべのハルカス

2012 
中之島フェスティバルシティ

2011 
大阪ステーションシティ

2013 
グランフロント大阪

2027 
うめきた2期 
GGO 
全体開業

2015 
てんしば（天王寺公園）

2009 
川の駅はちけんや 
水都大阪2009 
北浜テラス 
　2010 
　中之島公園再整備

2022 
OMO7（星野リゾート） 
梅田１丁目１番地計画

2025秋ー2026 
大阪公立大学 
森之宮キャンパス

2023 
うめきた地下駅開業

2031（目標） 
なにわ筋線 
新大阪連絡線

2037以降 
リニア中央新幹線全面開業 
（新大阪）

2036以降（要望） 
北陸新幹線全面開業

2037 
御堂筋100周年 
フルモール化

2025 
御堂筋側道歩行者空間化 
（難波～長堀通） 
なんば広場全面オープン

2023 
なんば広場 
部分オープン

2025 
阪神高速淀川左岸線 
2期開通 
淀川大堰水門

2032 
阪神高速淀川左岸線 
延伸部開通

2016
2019 

御堂筋将来ビジョン

2020年代後半 
IR部分開業（目標）

2030年代半ば 
芝田１丁目計画

2050 
カーボンニュートラル

３空港フル活用時代へ

大阪のまちづくり年表2023ver（各種資料より嘉名光市作成）

2014 
大阪版BID条例



◆西日本国土軸及び太平洋新国土軸上␃位置し、西日本経済の中心、世界のゲートウェイの役割␀␀も␃、今後、
世界最大級のスーパー・メガリージョンの西の核␀し⏾の機能を担う
◆交通ネットワークを中心␃都市機能が集積した市街地が連坦し、コンパクト␂府域を形成し⏾いる
◆近隣府県の主要␂都市␀一体␀␂⏻⏾、広域的␂経済交流圏を形成し⏾いる
◆都市␃近接した豊か␂自然や歴史・文化資源等の多様␂地域資源が集積、アクセスが良い
◆人口動向や社会情勢の変化、技術革新の見込み等␃的確␃対応し⏼⏼、万博やスーパー・メガリージョン
形成等のインパクトを活かし、さら␃成長・発展し⏾いくためのまち⏽くりを進める必要がある

大阪のまち⏽くりグランドデザインの概要

１．大阪都市圏からみた特徴・役割

２．めざすべき都市像

ポストコロナを見据え、大阪・関西万博やスーパー・メガリージョン形成等のインパクトを活かし、東西二極の一極を担う「副首都」␀し⏾、さらに成長・発展し⏾いくため、
大阪都市圏全体を視野に、2050年を目標␀し⏾、大阪のめざすべき都市像やまち⏽くりの方向性、その推進の取組等を示す。

3．まち⏽くりの戦略␀取組の方向性

大阪なら⏿はの魅力を活かし、
暮らしやすさNo.1都市を実現

１）駅周辺⏿の拠点形成␀魅力ある生活圏
の創造
・駅周辺の再整備等␃併せた都市機能の集積、
人中心の空間への転換、鉄道沿線まち⏽くり
・新た␂ﾓﾋﾞﾘﾃｨの活用␃よる移動手段の充実␂␁

2)郊外住宅地を多様な世代が住み、働き、
交流するまちへ再編
・地域の核␀␂る機能の導入やコワーキング
スペース等の働く環境・場の創出
・新た␂モビリティを活用した移動円滑化
・周辺の田園環境を活かした農␀の共存 ␂␁

3）豊かな自然を活かしたまちづくり
・AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通等␃よる交通アクセスの確保
・既存ストックを活用した働く場等の創出、
先端技術を活用した生活支援サービスの提供
・豊か␂自然を体験⏿きるまち⏽くり、ワーケー
ションやマルチハビテーションの促進 ␂␁

海・川・山や多様な地域資源を活かし、
地域を活性化

１）大阪広域ベイエリアのまち⏽くり
・多様␂地域資源・ストックを活かしたまち⏽くり
・海上交通・自転車等␃よる回遊性の向上 ␂␁

２）河川空間を活かした魅力あるまち⏽くり
・舟運活性化や水辺空間の整備等␃ぎわい創出
・自転車等␃よる回遊性の向上 ␂␁

３）周辺山系の自然資源等を活用したまち
⏽くり

・自然資源、歴史・文化資源、風景地、ビュース
ポット等のネットワーク化
・民間のｱｲﾃﾞｱやﾉｳﾊｳを活かした魅力向上 ␂␁

４）多様な地域資源を活かした魅力あふれ
る都市空間の形成

・世界遺産␂␁、歴史・文化遺産を巡る観光
ネットワークの形成
・景観資源やアートを活かしたまち⏽くり ␂␁

（１）まち⏽くりの目標

人・モノ・情報の交流を促進
１）交通インフラ␀連携したまち⏽くり
・道路ネットワークの機能強化␀沿道まち⏽くり
・交通ネットワークの充実␀沿線まち⏽くり
・空港・港湾の機能強化等

２）豊かな都市空間を創造するまち⏽くり
・人中心の快適⏿魅力ある空間の創出
・自転車、水上交通、新た␂モビリティ、エアモビリティを活用したまち⏽くり

安全・安心⏿グリーンな社会を実現
１）安全・安心なまち⏽くり
・人命を守る都市機能の強化
・供給処理施設の機能維持、再構築␀まち⏽くりへの利活用

２）グリーン社会の実現に向けたまち⏽くり
・み␁りを活かした魅力あふれるまち⏽くり
・脱炭素社会の実現␃向けたまち⏽くり
・循環型社会の実現␃向けたまち⏽くり

成長・発展をけん引する拠点エリアを形成

１）世界⏿存在感を発揮する拠点エリア
都心部やベイエリア␃おい⏾、国際競争力を備えた
拠点エリアを形成

２）大阪の中核を担う拠点エリア
都心部周辺や郊外部␃おい⏾、多様␂都市機能
を備えた拠点エリアを形成

３）経済成長を促す産業拠点・集積エリア
もの⏽くり産業や環境・ 新エネ産業、健康・医療
関連産業␂␁、大阪の成長・発展をけん引する
産業拠点エリアの形成や、幹線道路沿道や
ベイエリア等⏿の新た␂産業用地等の創出 ␂␁

戦略１ 戦略２ 戦略３

支える
戦略４ 戦略５

未来社会を支え、新たな価値を創造し続ける、人中心のまち⏽くり

（３）めざすべき都市構造

国土軸や環状軸、空港・港湾・新幹線等の
広域交通インフラ␂␁、広域的␂都市構造を
活かし、ｽｰﾊﾟｰ・ﾒｶﾞﾘｰｼﾞｮﾝの西の核、世界の
ｹﾞｰﾄｳｪｲ␃相応しい都市圏を形成

都心部やベイエリア␃おける国際競争力を備えた拠点エリア
の形成␀␀も␃、放射・環状の都市軸上␃多様␂都市機能を
備えた特色ある拠点エリアや魅力ある生活圏を形成し、
相互␃連携する都市構造をめざす

広域的␂視点から取り組むべき５⏼のまち⏽くりの戦略␀その取組の方向性を示し、民間の活力を最大限␃引き出し␂がら、具体的␂
取組を多様␂主体が一体␀␂⏻⏾進める。

（１）まち⏽くり␃関わる様々␂主体の役割及び推進体制
・府、市町村、民間等の役割、グランドデザイン推進体制 ␂␁

（２）グランドデザインの推進␃向けた取組
・多様␂主体の共有や参画を促し、まち⏽くりの機運醸成等を図る取組

・民間主導のまち⏽くりを推進するための環境整備

・市町村及び広域連携のまち⏽くりの推進

・まち⏽くりを育⏾るための取組

・グランドデザインの進捗管理

４．グランドデザインの推進に向け⏾

短期（２０２５年）、中期（2030年）、長期（２０４０～2050年）を
目標␀した、まち⏽くりの戦略␃基⏽く主␂取組のロードマップ

５．取組ロードマップ

戦略␀取組の方向性を踏まえた、大阪全体のまち⏽くりのイメージを
示す図

６．まち⏽くりマップ

【まち⏽くり推進の視点】「多様性の確保」、「共創」、「資源の活用」

サスティナブル␂大阪

ウェルビーイング␂大阪イノベーティブ␂大阪

【将来像】

広域的な都市構造を活かした都市圏の形成

◆広域レベル

マルチハブ＆ネットワーク型都市構造の形成

◆府域レベル

（２）大阪を取り巻く都市構造

①魅力的␂国際都市␀し⏾成長する大阪 「イノベーティブな大阪」
②健康長寿⏿誰もが幸せを実感し␂がら
暮らせる大阪

「ウェルビーイングな大阪」

③未来へ⏼␂がる安全・安心␂大阪 「サスティナブルな大阪」

・交通ネットワークを
中心␃多様␂都市
機能が集積し、都市軸
を形成

・都心部を貫く東西・
南北都市軸や、放射
方向␃広がる８⏼の
都市軸及び中央環状
都市軸を位置⏽け

土地利用や人口・都市
機能の集積状況等を
踏まえ、６⏼のｿﾞｰﾆﾝｸﾞを
設定

大阪都心部
都心部周辺
郊外部
ベイエリア
河川空間
周辺山系

◆府域の都市軸 ◆府域のゾーニング

「新大阪・大阪エリア」、「大阪城・周辺エリア」、「␂んば・天王寺・あべの
エリア」、「御堂筋・周辺エリア」、「中之島・周辺エリア」、「夢洲・咲洲
エリア」、「堺都心周辺エリア」、「関空・りんくう周辺エリア」 計８エリア

「北部大阪 中枢エリア」、「東部大阪 中枢エリア」、「南部大阪 中枢
エリア」、「北阪神都市軸 活性化エリア」、 「京阪都市軸北 活性化
エリア」、 「京阪都市軸南 活性化エリア」、 「南阪奈（南河内）都市軸
活性化エリア」、 「京阪都市軸 郊外拠点エリア」、 「大阪高野都市軸
郊外拠点エリア」、「阪和都市軸郊外拠点エリア」計10エリア

2022年12月　大阪府・大阪市・堺市

大阪のまちづくりグランドデザイン
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６.まちづくりマップ（南部）
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22 大阪府・大阪市・堺市　（大阪都市計画局）
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成長・発展をけん引する拠点エリアを形成

大阪都心部や関西国際空港などへの交通アクセスに恵まれ、なにわ筋線など広域アクセス性が高まる

南大阪都市圏の中心都市として、商業・業務・文化機能などの多様な都市機能の集積を図るとともに、大阪

唯一の世界遺産を構成する百舌鳥古墳群のある大仙公園エリアをはじめ、堺旧港などの水辺空間、環濠

エリアの町家や寺社などの歴史・文化資源を活かすことにより、国内外から多様な人が集い、交流する、

類まれな歴史文化と多様な都市機能を有する拠点エリアの形成をめざします。

○ 国内外から人が集まる交流空間の創出
・空港や港、鉄道などとの高いアクセスを活かし、観光や国際交流のゲートウエイ、広域交通の結節点として、新たな交流
空間を創出
・堺東駅周辺や堺駅周辺を核とした商業・業務などの都市機能の集積、駅前街区の更新
○居心地の良い都市空間の創出
・大小路筋や大道筋などにおける居心地の良いウォーカブルな人中心の空間の形成
・堺旧港や環濠の水辺空間を活用した居心地の良い都市空間の創出
○歴史・文化を活かした都市魅力の向上
・歴史・文化資源や伝統産業を活用した都市魅力の向上
・世界遺産への来訪者の市内周遊の促進及び歴史文化をテーマとした市外エリアとの連携
○ 建築物のエネルギー利用の効率化やモビリティネットワークの形成による脱炭素化の推進
○次世代モビリティの活用などによる交通ネットワークの強化
・公共交通軸の強化や次世代モビリティなどの活用による、便利、快適かつ面的な移動環境の形成
・美原区との拠点間ネットワークの形成と、これを契機とした南河内地域との連携
・鉄道高架化による交通の円滑化と駅周辺空間の再編

堺都心周辺エリア ＜類まれな歴史文化と多様な都市機能を有する拠点＞

１）世界で存在感を発揮する拠点エリア

次世代都市交通
提供：堺市

大仙公園エリア

堺東エリア

環濠エリア

堺駅・堺旧港エリア

戦 略
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関空・りんくう周辺エリア ＜世界のゲートシティ・泉州南部の核＞

成長・発展をけん引する拠点エリアを形成
１）世界で存在感を発揮する拠点エリア

関空アイスアリーナ
提供：泉佐野市

りんくうプレミアム・アウトレット
提供：りんくうプレミアム・アウトレット

SENNAN LONG PARK
提供：泉南市

二色の浜公園イメージパース
提供：大阪府

世界のゲートウェイ⏿ある関西国際空港の対岸␃位置するりんくうタウンを中心␀した国際会議場や集客・

宿泊施設、医療施設␂␁の集積␃加え、ベイエリアの魅力を体感⏿きる␃ぎわい機能の導入␂␁、都市魅力

の創出や都市景観の形成を図る␀␀も␃、南大阪有数の物流拠点・工場団地の維持・発展や、新た␂産業

用地の創出␂␁、一層の産業集積を図り、世界のゲートシティ␀し⏾の国際交流機能␀泉州南部の核を担う

拠点エリアの形成をめざします。

○ 世界のゲートシティ␃相応しい都市魅力の創出や都市景観の形成
・集客・␃ぎわい機能やMICE機能の強化
・観光クルーズ␂␁の充実
・りんくう公園（りんくうアイスパーク、りんくうプレミアム・アウトレット、りんくう公園中地区、SENNAN LONG PARK）、二色の浜公園、
せん␂ん里海公園⏿の民間活力␃よるベイエリアの魅力創出や公園施設の整備
・エリア内の周遊性を向上するための移動手段の充実
○国際医療交流の推進
・医療拠点␀し⏾の機能強化
・外国人向け医療サービスの向上・高度化
・訪日外国人旅行者の受け入れ体制の充実
○産業・業務機能の更␂る活性化
・既存の企業集積の維持・発展
・物流機能の更␂る集積・高度化␃よる拠点機能の強化
・泉佐野丘陵（旧泉佐野コスモポリス）␂␁␃おける新た␂産業用地の創出

大阪府・大阪市・堺市　（大阪都市計画局）
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成長・発展をけん引する拠点エリアを形成

高い交通利便性と大学や産業支援機関等の機能を活かしたイノベーション創出拠点の形成や、幹線道路

による広域アクセス性を活かした商業・物流・産業機能の誘導など、都市機能の充実を図るとともに、魅力ある

居住環境の創造や、大規模公園・緑地を活用した質の高い都市空間の創出、東西方向の交通ネットワークの

強化などにより、多くの人やモノが集まる南部大阪の成長・発展をけん引するエリアの形成をめざします。

南部大阪 中枢エリア ＜南部大阪の成長・発展をけん引するエリア＞

中百舌鳥イノベーション創出拠点イメージ（駅前）
提供：堺市

２）大阪の中核を担う拠点エリア

○ 中百舌鳥周辺におけるスタートアップやICT関連企業などの集積、産学官連携や泉北ニュータウン等との連携による
新産業やビジネスの創出と、交通結節点の駅前にふさわしい交流とにぎわいの創出（中百舌鳥イノベーション創出拠点）

○ 国道309号や大阪中央環状線をはじめとした幹線道路沿道や交通結節点周辺のほか、都市計画道路の整備を契機
とした商業・物流・産業機能の誘導

○ 主要駅周辺への都市機能・居住機能の誘導や、新金岡地区などの公的賃貸住宅の建替等を契機とした時代のニーズ
に応じた都市機能の充実など、魅力ある居住環境の創造

○ 大泉緑地・金岡公園をはじめとした公園や緑道等を活かしたみどりのネットワークの強化や、公園・緑地の魅力化に
向けたパークマネジメントの推進

○ BRTなど新たな交通システムの導入や、（仮称）大和川サイクルラインの整備等による交通利便性・回遊性の向上
○新たな大規模施設の立地や公的賃貸住宅の建替など、市街地の面的な更新の機会を捉えた脱炭素化の推進 など

三宅西土地区画整理事業 イメージパース
提供：松原市

(仮称)大和川サイクルライン イメージパース
提供：堺市

サイクルライン検討中エリア

戦 略

0 1

35

成長・発展をけん引する拠点エリアを形成

南阪奈（南河内）都市軸 活性化エリア ＜南阪奈（南河内）都市軸の発展を担うエリア＞
充実した交通ネットワークを活かした新たなまちの核となる都市拠点の形成や、幹線道路による広域

アクセス性を活かした産業集積の維持・発展や立地の誘導、八尾空港周辺の防災拠点としての機能強化

とともに、大和川などの自然環境、世界遺産の古市古墳群や竹内街道、葛井寺などの歴史・文化資源等の集

積を活かし回遊性の向上を図り、農空間やフルーツなどの農産物も活用し、エリア外から多様な人を呼び込

む都市魅力に加え、良好な住環境を備えた南阪奈（南河内）都市軸の発展を担うエリアの形成をめざします。

２）大阪の中核を担う拠点エリア

大和川の河川空間オープン化イメージ
提供：柏原市

八尾富田林線とあわせたまちづくりイメージ
提供：藤井寺市

アイセルシュラホール
提供：藤井寺市

八尾空港西側跡地まちづくり
出典：八尾空港西側跡地まちづくり構想(案)

を加工して作成

〇 交通利便性の高い主要駅周辺における都市拠点の形成
・八尾南駅前の八尾空港西側跡地における地域の活力と元気を引き出す複合機能都市拠点の形成
・長原駅前における地域の核となるにぎわい・集客機能の導入及び交通結節機能の向上
○関係機関との連携による鉄道沿線地域の活性化、庁舎再整備などを活かした歴史・文化・観光資源等の魅力発信
○大阪外環状線や南阪奈道路、八尾空港の周辺、八尾富田林線等の都市計画道路の整備を契機とした産業集積の維持
発展、立地の誘導

○八尾空港周辺の防災機能の強化および空港を活かした特色あるまちづくりの推進
○河川空間における民間活力を活かしたにぎわいの創出や、治水機能を有した公園の利活用によるレクリエーション空間の創出
○歴史・文化資源等をつなぐ観光コンテンツ・ルートの整備やサイクルルートの活用等による回遊性・集客力の向上
・古市古墳群や周辺の古墳、神社仏閣等をつなぐ散策ルートの整備及びサイクルルートや鉄道・バス等の交通機関の活用、
新たなモビリティの導入
・藤井寺駅周辺の回遊ルート上における、アイセルシュラホール
の拠点化や古民家・空き店舗・空き地の利活用
・国史跡指定由義寺跡、富田林寺内町の保存や活用・整備、
竹内街道・横大路（大道）の活用

〇 農地・里山などの田園環境を活かした農業体験、地産地消など
農との共存、豊かな自然を活かしたまちづくりの推進

〇 金剛山、棚田等の景観、フルーツをはじめとした農産物、
道の駅などの資源を活用した地域活性化 など

富田林市新庁舎建設プロジェクト
提供：富田林市

南河内フルーツロード
提供：大阪府

大阪府・大阪市・堺市　（大阪都市計画局）
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成長・発展をけん引する拠点エリアを形成

近畿大学医学部・病院イメージ図
提供：近畿大学

河内長野駅周辺地区まち⏽くり イメージ
出典：河内長野駅周辺地区まち⏽くり方針

南海金剛駅周辺まち⏽くり イメージ
出典：金剛地区施設等再整備基本構想

大阪高野都市軸 郊外拠点エリア ＜泉州・南河内地域の核となるエリア＞

主要␂駅を中心␃複数の大規模ニュータウンが連坦する特徴を活かし、公的資産等の活用␃よる地域の

核␀␂る多様␂都市機能の導入や、新しいモビリティの導入をはじめ␀したスマートシティの推進␂␁␀␀も␃、

複数のニュータウンを一体的␂エリア␀し⏾␀らえ、交通連携␃よる各拠点間のネットワークの強化や、各種

取組の連携・ノウハウの共有等を行うこ␀␃より、エリア全体␃おい⏾拠点性や居住魅力を高め、泉州・

南河内地域の核␀␂るエリアの形成をめざします。
〇 ICT を活用した公民連携・分野横断的␂取組の推進␃よる、スマートシティ化の実現
〇 近畿大学医学部・病院の開設や駅前施設の建替等、泉ヶ丘駅前地域の空間整備␃よる、南大阪をリードする拠点の形成
〇 金剛駅周辺エリア⏿の子育⏾支援機能や生活利便機能等の導入␃よる、␃ぎわいや多様␂交流が生まれる空間の創出
〇 河内長野駅周辺地区␃おける官民連携␃よるウォーカブル␂まち⏽くりの推進
〇 リモートワークやシェアオフィス、コワーキングスペースの活用␃よる働く環境・場の創出
〇公的賃貸住宅活用地␃おける脱炭素の視点を取り入れたまち⏽くりの推進や、近畿大学医学部・病院跡地等␃おける
公民連携␃よる新た␂都市機能の導入

〇 住宅ストックのリノベーションの推進等␃よるライフスタイル␃合わせた住まい、コミュニティの場の提供
〇 既存公共交通網の活用やオンデマンド交通、新しいモビリティの導入等␃よるエリア内外の移動円滑化
〇 鉄道事業者␀連携した沿線地域の活性化␃よるエリア価値の向上
〇 小山田西地区のまち⏽くりや併せ⏾整備する大阪河内長野線␃よる交通ネットワークの強化や産業機能の導入
〇 狭山池や大蓮公園、泉ヶ丘公園、寺池公園␂␁を活かした水␀み␁りの魅力的␂空間の創出 ␂␁

日本最古のダム形式のため池・狭山池
を活かした水␀み␁りのネットワークの形成

出典：大阪狭山市HP

２）大阪の中核を担う拠点エリア

小山田西地区イメージパース
提供：河内長野市
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成長・発展をけん引する拠点エリアを形成

阪和都市軸 郊外拠点エリア ＜泉州・ベイエリアの核となるエリア＞

関西国際空港に近接し、幹線道路や鉄道による広域アクセス性に優れた立地特性や、新たな幹線道路の

整備等を契機としたまちづくりが進められている特徴を活かし、産業立地の誘導や主要駅周辺における都市

機能の集積、良好な住環境の創出を図るとともに、歴史・文化などの地域資源を効果的に連携・活用しながら、

ベイエリアと内陸部をつなぐサイクルルートのネットワークや快適な歩行者空間の形成により、回遊性や

アクセス性の向上を図り、泉州・ベイエリアの核となるエリアの形成をめざします。

○ 臨海部における工業・流通機能の集積や先端産業・新産業空間の創出、および交通利便性の高い阪和自動車道周辺
や都市計画道路の整備とあわせた産業立地の誘導

〇 泉州山手線の整備やその沿道まちづくりと併せた、交通結節点の整備や新たな輸送システムの導入、先端技術を活用
した新たなモビリティの活用等、交通ネットワークの強化による利便性の向上

〇 コミュニティバスの運行強化や新たなモビリティの導入等による交通利便性や回遊性の向上
〇 岸和田駅周辺における、商店街や文化施設、商業施設、コミュニティ拠点等の様々な資源・機能の相互連携や高度化
による、人が集い、憩い、交流する拠点の形成

〇 泉大津駅や和泉府中駅、和泉中央駅、貝塚駅などの主要駅周辺における、居住・商業・公共サービス等の多様な都市
機能の充実や交通結節機能の強化

〇 自然や歴史・文化資源を活用したまちづくりの推進
・ゆめみヶ丘岸和田における、眺望を活かした居住地の形成や豊かな自然資源の利活用、農業をはじめとする多様な
産業の交流・連携、道の駅愛彩ランドの拠点形成
・蜻蛉池公園など大規模公園の活用
・せんごくの杜における自然・交流・防災機能を融合した拠点の整備
・紀州街道やその沿道の町屋、寺内町や旧家住宅、岸和田城、水間鉄道周辺など歴史的な地域資源の活用
〇 自転車等の活用による、鉄道駅から臨海部へのアクセス強化や地域資源をめぐる観光ルートの形成 など

２）大阪の中核を担う拠点エリア

泉州山手線整備に併せた
モビリティ・ハブの整備イメージ

提供：岸和田市

和泉中央駅周辺の整備イメージ
提供：和泉市

ゆめみヶ丘岸和田のまちづくり
出典：岸和田市HP

せんごくの杜のまちづくり
提供：貝塚市25
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これまでに行った活動（事業、提言要望、記者発表ほか） 
  
○提言「グレーターミナミの活性化に向けて」 
 ～難波、新今宮、阿倍野・天王寺・上本町エリアと、大阪府南部の泉州・南河内地域を、 
　　　　　　　　一体的な発展をめざす都市経済圏「グレーターミナミ」として活性化～ 

(2019（平成31）年4月12日) 
  
○「グレーターミナミ連携会議」第１回会議　　　以降毎年開催 

(2020（令和2）年6月30日) 
  
○提言「グレーターミナミ・シティにおける持続的なビジネス等の活性化に向けて」 
～地域資源を活かし、『外国人起業家の拠点』をめざして～ 

（2020（令和2）年11月25日） 
  
○「グレーターミナミ活性化に向けた調査･提言」について 
　～アフターコロナを見据え、“機能強化”と“グローカル育成”を提案～ 
 ①グレーター・テロワール、②グリーン・ベイ、③外国人誘致・居住  

（2022（令和4）年8月2日） 
大阪商工会議所　資料



グレーターミナミの活性化に向けて
グレーターミナミとは
• 難波、新今宮、阿倍野・天王寺・上本町エリアを基点に、大阪府
南部に広がる、泉州９市４町と南河内６市２町１村を含む地域。

• 難波、新今宮、阿倍野・天王寺・上本町エリアを「グレーターミ
ナミ・シティ」と呼ぶ。
泉 州：堺市、高石市、泉大津市、忠岡町、和泉市、岸和田市、貝塚市、

熊取町、田尻町、泉佐野市、泉南市、阪南市、岬町
南河内：富田林市、河内長野市、松原市、羽曳野市、藤井寺市、

大阪狭山市、 太子町、河南町、千早赤阪村 泉州
南河内

取り組みの方向性

現状・課題
○インバウンドで明暗がわかれる。グレーターミナミ・シティは、インバウン
ドの受け皿だが、それ以外の地域は、関空利用者の通過都市。

○ 2031年になにわ筋線が開業すれば、グレーターミナミ・シティも通過点にな
りかねない。

○国等による中長期のまちづくり整備計画がなく、一体的に発展する地域とし
てとらえられていない。

グレーターミナミ・シティ

具体方策

好循環

インバウンドの
活力取り込み

地域別人口増減

難波エリア

新今宮
エリア

阿倍野・天王
寺・上本町
エリア

グレーターミナミ・シティ

今後の人口推移イメージ

新産業を揺籃する研究開発機能の集積
①高度先進農水産業の育成
②国際医療拠点の形成
③人材育成の推進

土地利用転換
④良質な住環境整備
⑤厚みのある観光エリアの形成

グレーターミナミ全体
観光産業地域としてのまちづくり

⑪グレーターミナミＴＩＤの推進
⑫観光送客のゲートウェイ

インバウンドビジネスの集積促進
⑬インバウンドビジネスのアクセラレータの設置

インバウンドビジネスの集積促進
⑧ＭaaＳプラットフォームの構築
⑨着地型観光の振興

大阪府の人口（定住人口）は、2010年の887万人を
ピークに減少期に突入し、2040年には776万人と急
激な減少が見込まれる。そこで、インバウンドなど
の交流人口や、国内外からの移動人口を増やし、グ
レーターミナミの活性化をはかる。

観光都市機能の充実
⑥24時間都市の整備
アジアビジネス、アジアベンチャーが

集積するエリアの形成
⑦新産業育成拠点の構築

グレーターミナミ全体

１
アジアに太く強くつながる関西国際空港をゲートに、大阪都心部と
大阪府南部地域が、行政区域を越えて、一体的な発展をめざす都市
経済圏を形成する。

２
難波、新今宮、阿倍野・天王寺・上本町エリア（グレーターミナ
ミ・シティ）を、日本のインバウンドのハブとして、アジアからの
集客、日本各地への送客、インバウンドビジネスの集積をはかる。

３
その活力を、グレーターミナミ全体に波及させ、インバウンドビジ
ネスやアジアビジネス、新しい農水産業など新産業のマザーエリア
として発展させる。

４ これら取り組みを進め、定住人口と交流人口を増やす好循環を創造
する。

アグリバイオの研究開発機能の集積
⑭アグリバイオのイノベーション創出拠点の整備

１

一体的な都市経済圏の形成
⑩地域整備計画の策定

地域別地価推移
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グレーターミナミ・シティ対象区 泉州 南河内 北摂
（天王寺区、浪速区、阿倍野区、西成区）

定住人口

交流人口

887万人

776万人

2010年 2040年出典：大阪府統計年鑑
出典：国土交通省 都道府県地価調査（天王寺区、浪速区、阿倍野区、西成区）

瀬戸内
山陽・九州

山陰 北陸
東海・
東日本

奈良

大 阪 商 工 会 議 所
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住住住住みたいみたいみたいみたい沿線沿線沿線沿線、、、、快適快適快適快適にににに暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる沿線沿線沿線沿線䛾䛾䛾䛾実現実現実現実現

沿線人口増加沿線人口増加沿線人口増加沿線人口増加へへへへ

【沿線における世代循環のイメージ】

新規流入新規流入新規流入新規流入

沿線外沿線外沿線外沿線外

子育て世代

子供
世代 シニア

沿線回帰沿線回帰沿線回帰沿線回帰

結婚

就職

住み替え住み替え住み替え住み替え
支援事業支援事業支援事業支援事業
等等等等

子育支援子育支援子育支援子育支援
事業等事業等事業等事業等

親
世代

ファミリー

高齢者支高齢者支高齢者支高齢者支
援事業等援事業等援事業等援事業等

拠点開発の推進

沿線の肥沃化

体質強化

競争力強化

進学

人口減少社会に耐えうる
新たな企業グループ

沿線内で次の世代に
バトンタッチ

沿線再耕のイメージ

京阪HD資料
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◎社会実験を通じて、公共空間などを活用し、市⺠や来街者による居心地の良い（快適に楽しく過ごせる）場所
づくりを促進する

◎継続した取組にむけ、まちづくりの担い手となる人材育成、エリアのルール作り、規事業の創出などを行い、
収益事業の検討を行う

◎まちづくりの活動に関わる人を増やし、エリアマネジメントの仕組みづくりを促進する

【段階的な事業推進】
◎ ①〜⑤街区を４つに分け連鎖型まちづくりに取り組む
◎既に実施している③街区などの事業とあわせて、現市⺠会館や大阪府北河内府⺠センターの
跡地利用などをできる限り早期に実現するため、④⑤街区を一体としたまちづくりを先行

◎⺠間活力の導入を図るため都市再生緊急整備地域の制度活用や市⺠の意向を聴取のうえ、
まちづくりのノウハウを有する事業者と連携しながら取り組む

大阪府枚方市

（２／２）

街 区 事業手法 事業費 市負担額 主な経費
③街区 市街地再開発事業 453 75 ○公共施設管理者負担金

道路や駅前広場整備に係る費用
○市街地再開発補助金、土地区
画整理補助金
調査設計費、移転補償費、土地
整備費などに係る補助金
○庁舎整備及び枚方市駅前行
政サービスの再編に係る経費

②街区
ステージ２ 土地区画整理事業 81 41

④、⑤街区 土地区画整理事業 247 198

ステージ
1−1 53 28

ステージ
1−2〜
1−3

194 170

合 計 781 314

総概算事業費の内訳 （億円）

事業手法と総概算事業費

段階的な事業のイメージ

※本市が想定するスケジュールであり、事業実施にあたっては本市の財政状況や権利者の合意形成などにより、
事業スケジュールを確定していくことになります。

※各ステージの進め方や金額は現時点での目安であり、今後、本市の財政状況や事業手法、社会経済状況などにより変動します。

持続的に魅力が高まるまちづくりに向けて

再整備の実施により得られる賑わい・交流、定住促進などの効果を一時的なものとするのではなく継続して
高めていくことにより、全市域の魅力向上につながると考えます。そのためには、まちづくり組織やまちづく
りの担い手などと行政が連携し、地域特性を生かしながら、「まちをともに育て価値を高める」というエリア
マネジメントを促進していくことが必要です。

(図)エリアマネジメントを促進する環境のイメージ

エリアマネジメントの促進にむけて

【概要版】枚方市駅周辺再整備基本計画 （2021年（令和3年）3月策定）

(図)周辺価値向上イメージ

※①街区は⺠間共同建替えを想定し、権利者のまちづくりを支援

実施に向けたスケジュール

まちづくり
組織

庁内関係部署が連携し市⺠やまちづくり組織
をサポートする環境をつくる

行政とまちづくり組織
をつなぐ担い手
（中間支援組織など）

（都市再生推進法人、まちづくり会社など）

まちづくりの
担い手

市

学

取組に対する助言など

事業の審査・実現性の
チェック・融資

金融

情報

情報発信

枚方市資料



いけだ IKEDA
  CITY

1214
月号 NO.
20222022 1214
月号 NO.１１20222022

いけだ駅前活性化
プロジェクト始動！

IKEDA
  CITY

2022.1　広報いけだ　　2

官民連携によるまちづくりの展開が必要不可欠

居心地の良いまちなかづくりに求められる取り組み

いけだ駅前活性化
プロジェクト始動！

官民連携まちなか再生推進事業

阪急池田駅を中心に、五月山動物園からカップヌードルミュージアム 大阪池田を含む
“駅周辺エリア” を、もっと居心地が良く、歩きたくなる「まちなか」にするための、い
けだ駅前活性化プロジェクト。
国土交通省による「官民連携まちなか再生推進事業」を活用し、同エリアの未来ビジョン

の作成と、それを実現するために地域だけで自走できる仕組みづくりに取り組んでいます。
持続可能な住民参加型のまちづくりをめざし、さまざまな企業や団体、地域住民と協

力しながら取り組む同プロジェクトについてご紹介します。

ビジョン

体　制

参照：国土交通省「居心地が良く歩
きたくなるグランドレベルデザイン」

空間デザイン

育成・管理

アクティビティの誘発
（企画・運営）

• 快適性・安全性の向上

•地域の将来像の共有
•行動計画の策定

•ハードの質の維持
•ニーズの変化に対応

• 規制緩和や、さまざまな
コンテンツ・サービス導入

•多様な参加者同士の連携
•活動の持続・促進

池田市資料



3　　2022.1　広報いけだ

住民参加型のまちづくりとは

現在進行しているまちづくり事業

これまでのまちづくりは、行政が事業計画に基
づいてハード整備を行ってきました。しかし最近
では、ハード面（道路、公園、建物などの整備）だ
けでなく、 ソフト面（うるおい、やすらぎ、連帯感、
地域への愛着など）を含む総合的なものとなって
きています。
そこで、利害を共有する市と民間、個人や団体
が連携し、「まちに居場所をつくり、収益を生み
出し、それをまちに還元していく」という形のま
ちづくりが全国で実践されています。これを「エ
リアマネジメント」と呼びます。
地域に関わるあらゆる人がそれぞれの役割を発
揮することで、持続可能なまちをつくり、地域の
価値を高めることにつながります。
また、持続可能なまちづくりには、使う人の目
線で考え、作っていくことが重要です。そのために、
まず未来像（ビジョン）を共有した上で体制を作り、
空間をデザインし、さまざまな活動を生み出し、

育成・管理していくという方法で取
り組みます。

本市では、いけだ駅前活性化プロジェクトの他に
も、「都市再生整備計画事業（まちなかウォーカブル）」
「グリーンインフラ活用型都市構築支援事業」などの
検討が進められています。
これらは、みどりの機能を生かした歩きたくなる
空間づくりのための、主にハード面の整備が中心です。
一方で「いけだ駅前活性化プロジェクト」は、市民
の皆さんとまちづくりについて協議する場としてエ
リアプラットフォームを立ち上げ、にぎわいの創出
や地域の魅力向上に取り組むためのソフト面の事業
を主としています。
各事業同士で連携し、使う側の
視点に立ったソフトとハードの
整備を進めていくことで、民間
投資を生み出すなど、将来的に
は駅周辺のエリア価値の向上を
めざします。

協議体
の役割

エリア
価値の向上

池田市
の役割

参加者同士
の役割

◎公共インフラを活用した収益事業の実施と、
　まちづくり活動への還元
◎大規模事業者によるまちづくりへの投資
◎場づくりの調整、参加者の育成

◎公共エリアにおける広場や　
　道路インフラ整備（公共投資）
◎上記インフラの柔軟なルー
　ルづくりと運用、規制緩和

◎民間エリア（事業敷地内）　
　での魅力向上事業の実施
◎駅前空間の活用・自治運営

市と参加者をつなぎ、収益を生み、
まちに還元する、まちづくりのマ
ネジャーとして運営していく

いけだ駅前活性化
プロジェクト

ソフト系

官

民

ハード系

グリーンインフラ
活用型都市構築支
援事業

民間事業を誘発

都市再生整備計画
事業（まちなかウォ
ーカブル）

2022.1　広報いけだ　　45　　2022.1　広報いけだ

いけだ駅前活性化プロジェクト進捗レポート

阪急宝塚線

川
名
猪

五月山公園

さ
く
ら
通
り

本町通り
本町通り

池田駅

イベント

イベント

イベント

イベント

イベント

サ
カ
エ
マ
チ
商
店
街

カップヌードル
ミュージアム大阪池田ミュージアム大阪池田
カップヌードル

検討会議の概要とスケジュール

同プロジェクトのメンバーは現在約70人。メンバーとともにコンセプトやルール作りを検討しています。
最終的には３つのグループに分け、今年度中に全６回の会議を開催します。その結果を踏まえて、今後
イベントを開催予定です。さらに４年度には、「いけだ未来ビジョン」を作成する予定です。

大きな商業施設が並ぶ池田
駅前、池田を南北に貫く商店街
やさくら通り、そして落語みゅー
じあむや呉服座など文化施設
が集まる本町通りを軸として、
広い範囲での「駅前」として捉
えています。これらのエリアで、
皆さんの活動や資源をつなぎ、
池田に暮らす人・働く人が歩い
て楽しめ新しいチャレンジが
できるまちづくりを考えます。

•自己紹介
•オリエンテーション
•地域のいいところ
を話し合う

•面白い事例を研究
•めざす姿の仮説を
立てる

•まちでやってみた
い活動を考案

•イベントに向けた
最終準備

•イベントに向けて
グループごとに準
備を始める

•まちの資源やほ
しい機能を探す

駅前の活用
　てるてる広場やせせらぎモー
ルと商業施設を地上レベルで接
続させた空間づくりを、実現した
い滞在イメージとともに考える。

ストリートハブ
　さくら通りと本町通りが交差
する「ストリートハブ」のあり方
を考え、コミュニティセンター
用地やポケットパークとの一体
的な使い方を考える。

駅前交通のスマート化
　駅から五月山に向かう坂道の
歩きやすさや、駅前の回遊性向
上のため、シェアサイクルなど
の都市インフラの導入を考える。

検討内容のイメージ

第１回
3年10月25日

第３回
12月13日

第５回
２月

第２回
11月26日

第４回
４年１月24日

第６回
３月

どのエリアをどのよう
に使いたいか考える。4
年度には実際に使い方
の社会実験を開催予定。

Team A
せせらぎモールを中心に、実

現したい駅前空間を考える。さ
らに広範囲での商業施設の魅
力発信を考える。

A・Bチームの内容を参
考にしながら、駅前にあっ
てほしい「都市のインフ
ラ」を考える。

いけだ未来
ビジョン策定へ

Team B  Base C

池田市資料
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御堂筋チャレンジ202239



2これまでの活動経緯

第２回研究会 2021年3月16日
12月実施の社会実験と実証実験の報告

第３回研究会 2021年10月20日
社会実験と実証実験について説明

第４回研究会 2022年3月16日
・学生による研究の報告
・御堂筋チャレンジ2021・なんば駅前広
場社会実験の結果報告と意見交換

一社大阪活性化事業実行委員会／中央区商連へ
の報告

ビッグデータ会社（株式会社unerry）によるプレゼン

大阪市大による研究成果発表 社会実験データの共有

回遊創出研究会準備会 2020年2月21日
ビッグデータ等のプレゼンテーションと意見交換

第１回研究会 2020年10月23日
ビッグデータ等のプレゼンテーションと意
見交換
社会実験と実証実験について説明

商店街・エリマネ団体ほか関係者で研究会を開催
沿道協議会ワーキング 2019年2月～３回開催

御堂筋
ﾁｬﾚﾝｼﾞ
2020

御堂筋
ﾁｬﾚﾝｼﾞ
2021
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3今年度は、「滞在空間づくり」と「分散型イベント」での回遊促進を実施

千日前通

道頓堀川

堺
筋

戎
橋

高島屋
大阪店

御
堂
筋
線
な
ん
ば
駅

千日前線なんば駅 日本橋駅

座ウラ

なんば
駅前広場

黒
門
市
場

千
日
前
商
店
街

ミ
ナ
ミ
千
日
前

商
店
街

難波
センター街

戎
橋
筋
商
店
街

御
堂
筋

カフェストリート

南地中筋商店街

道頓堀南商店街

難波本通

道頓堀商店街

①なんば駅前

②千日前道具屋筋

③なんば花月前

④榎木地蔵

⑤千日前商店街

⑥戎橋

⑦道頓堀 ⑧相合橋

⑨道頓紀功碑
⑩宗右衛門町

法善寺

スポット 道頓堀リバー
フェスティバル

（地域・商店街・中央区役所）
⇒分散型イベント

での回遊促進

御堂筋チャレンジ
（商店街・エリマネ団体ほか）
⇒休憩・滞在空間に

よる回遊促進

○ARスポットで回遊
・ミナミ商店街や観光名所での
ARスポットの設置（音声ガイド
やVR動画で紹介）
・ARスポットをめぐるまちある
き企画

○リバーフェスティバル
で回遊

・11/12～13開催の道頓堀リ
バーフェスティバル2022にあわ
せて、駅・なんば駅前広場から
イベント会場への回遊
（とんぼりリバーウォーク、YES
シアターほか）

○南北のウォーカブル
環境づくり（御堂筋）
・御堂筋の２期整備区間（道頓
堀川～千日前通）完成に合わせ
た、滞在空間の
実験（ベンチの
設置など）

2025大阪・関西万博に向け、まちと、みちと、DXでつなぐ、ミナミエリアの一大社会実験
ミナミ・ウォーカブル・ストリート

○東西のウォーカブル
環境づくり

・東西方向の商店街と連携した、
路地空間のウォ
ーカブルな魅力
・空間づくりの
実験（オープン
カフェなど）

産官学でのデータ検証
・おもてなしコンテンツ・ルートづくりと連動
したデータ等による検証
・東西や南北分担解消、放置自転車など、課題
解決に向けた実証やデータ取得など

10/15-
11/13

11/
12,13

2022年度は、
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4産官学連携により、データ取得・検証を実施

①携帯
人流データ

（KDDI Location
Analyzer）

②スマホアプリ
人流データ
（unerry）

③AIカメラ
人流データ

（商店街／大阪市）

④空間調査解析
データ

（Space Syntax
Japan）

⑤研究調査
データ

（大阪公立大学）

ICT技術によるデータ取得 空間調査・解析

道路の形やつながり、
沿道の使い方など…ま
ちの空間特性を可視化
し分析する

学生の研究として滞在
や回遊など多角的な調
査・分析を行う

人流をAIカメラで取得
し、個人が特定されな
い形で解析、通行量な
どを把握

携帯電話の位置情報
データで、人の流れや
移動、滞在時間などを
把握

同意が得られたスマホ
アプリユーザーの位置
情報データで、人の流
れや属性を把握

大阪市

データベンダー
調査機関・コンサルタント 大阪公立大学

商店街・エリマネ団体

産官学の連携

回遊創出研究会
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④行きたい、歩いて楽し

い商店街づくり
・道路空間などを活用
・商店街の新しい体験・コンテンツづくり
（リアル体験やARなど）
⇒ミナミの商店街で楽しくお買い物

①おもてなし、回遊の
ゲートづくり

・南海なんば駅・なんば駅前広場のおも
てなし空間ゲートから回遊へ
・駅からサインや観光案内・情報提供の
整備 ⇒駅から次の行動を促す

②一息つける
やすめる場所づくり

・御堂筋・なんば駅前広場の道路空間再
編と滞在・休憩空間づくり
・道頓堀リバーウォークの活用
⇒回遊の延伸、消費行動へつなげる

③歩きやすい、動きやす
い街づくり

・地下・地上や南北の動き・分断の改善
・東西の通りの魅力アップ
・移動手段・モビリティや情報の改善
⇒できるだけ地上に上げる、動きやすく

万博に向けて、ウォーカブルミナミへ

回遊創出研究会
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世界の駅 乗降者数ランキング

順位 駅名 国・地域 乗降⼈員/⽇ 順位 駅名 国・地域 乗降⼈員/⽇

1 新宿駅 ⽇本・東京 351万⼈ 11 パリ北駅 フランス・パリ 92万⼈

2 渋⾕駅 ⽇本・東京 310万⼈ 12 ⾼⽥⾺場駅 ⽇本・東京 88万⼈

3 池袋駅 ⽇本・東京 257万⼈ 13 難波駅 ⽇本・⼤阪 88万⼈

4 ⼤阪駅 ⽇本・⼤阪 230万⼈ 14 新橋駅 ⽇本・東京 86万⼈

5 横浜駅 ⽇本・神奈川 216万⼈ 15 秋葉原駅 ⽇本・東京 71万⼈

6 北千住駅 ⽇本・東京 149万⼈ 16 天王寺駅 ⽇本・⼤阪 70万⼈

7 東京駅 ⽇本・東京 115万⼈ 17 三ノ宮駅 ⽇本・兵庫 67万⼈

8 名古屋駅 ⽇本・愛知 114万⼈ 18 ターネー駅 インド・ターネー 65万⼈

9 ハオラ駅 インド・コルカタ 100万⼈ 19 ⼤宮駅 ⽇本・埼⽟ 65万⼈

10 品川駅 ⽇本・東京 98万⼈ 20 京都駅 ⽇本・京都 65万⼈

※隣接する乗り継ぎ駅も含めた利⽤者の総数   ※コロナ前最新の数字を採⽤

⇒ ⽇本は世界最先端のTOD（Transit-Oriented Development）国家である

・・・⽇本の駅
・・・関⻄の駅

JR西日本　提供



多様な関係者が連携して進める鉄道沿線まちづくりへの期待

・都市の更新期という「今」というタイミングを逃さない 
　　　　　妥協せず、ありたい、あるべき姿をしっかり描く 

・世界屈指のTOD都市圏であることを強みとした 
　　　　　持続可能な世界最先端都市圏再生モデル」を構築 

・自治体や境界を超えた階層的圏域の将来像を描く 
　　　　　人、物、事、情報、暮らし主体の未来をデザイン 

・多様な関係者、公民学連携など共創の仕組みづくり 
　　　プラットフォーム型まちづくり、エリアマネジメント 

・データを共有し、社会実験などを通じて、確かな手がかり 
　　　と信頼のもとで、まちづくりを進める基盤を構築する



都市を変える水辺アクション 
（学芸出版社）

生きた建築　大阪 
（140B）

kana@omu.ac.jp

生きた景観マネジメント 
（鹿島出版会）

図説　都市計画（学芸出版社）

生きた建築ミュージアム 
フェスティバル大阪 
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